
 
※生徒の活動の様子を掲載していますが、紙面の都合ですべてを載せられませんでした。ご了承ください。 
 

第76回卒業証書授与式を執り行いました。 

　 3月13日(月)に卒業式を行いました。天気が心配されましたが、卒業生の門出をお天道様も祝

福しているように顔を見せ、35名が思い出深い学び舎を巣立っていきました。入学してすぐの休

校、行事の中止、延期、縮小など、コロナに翻弄された３年間でした。体育会、修学旅行、合唱発表

会など最後の一年では何とか実施できました。玉野市教委から式へ参加する生徒・職員はマスクを

外すことを基本とするという通知により、卒業生の晴れやかな表情を始めて目にしたように思いま

す。式では、校長先生より卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡され、そのようすが会場内のスクリ

ーンに映し出されました。その後の村中亜優さんの別れのことばと最後の唱歌『旅立ちの日に』に

涙を誘われました。凜とした雰囲気のなか、厳粛な卒業式となりました。これまで参加できなかった

在校生も１年後、２年後の自分の姿を卒業生の姿と重ねて思い描くことができたことでしょう。卒

業生のみなさん、ありがとうございました。ご卒業おめでとうございます。 

 

卒業する先輩たちに向けて 

　 卒業式を前に１，2年生がクリーン作戦に取り組みました。なかなか感謝の気持ちを伝えることが

できない3年生の門出を祝福するために卒業式の会場である体育館（フロアーや武道場、トイレ、階

段、ピロティーなど）を中心に清掃に取り組みました。部活動前の1時間ではありましたが、先輩た

ちへの感謝の思いを込めて一生懸命取り組みました。参加に感謝するとともに、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

　 なお、この日が今年度最後のクリーン作戦でした。ボランティアで参加してくださった地域のみな

さんのご協力にも感謝申し上げます。ありがとうございました。
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地域貢献ボランティアを行いました。 

　 ３月２２日(水)の９：００～１０：３０に、「明るく住みよい学校や地域をつくる」「地域の役に立つ」

ことを目的として、１，２年生約１００名が地域の清掃活動に取り組みました。生徒会執行部を中心

としたリーダーのもと玉中学区内の７箇所で活動しました。天気が心配されましたが、地域のため

に役に立ちたい、普段お世話になっている地域の方に感謝の気持ちを伝えたいという思いが伝わ

ったかのように、天気にも恵まれ時間いっぱい汗を流しました。場所によっては、地域の方も参加

くださり、交流することもできました。お手伝いいただいた地域のみなさん、ありがとうございまし

た。一生懸命掃除に取り組んだ生徒のみなさん、本当にごくろうさまでした。 

 
 
 
 
 
 
 


